
特集 感染症ー見えない恐怖との闘い
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住
民
主
導
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
対
策
を

世
界
三
大
感
染
症
の
一
つ
、マ
ラ
リ
ア
。
現
在
、世
界
の
１
０
０
カ
国
以
上
で
、

30
数
億
人
の
生
命
を
脅
か
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
多
く
は
、サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
に
集
中
す
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、マ
ラ
リ
ア
の
年
間
死
者
数
が
３
万
人
を
超
え
る
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
、

マ
ラ
リ
ア
対
策
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

小学校の教室を借りて、保健委員会メン
バーの研修会を実施。県保健局の職員
が、委員会の運営方法、マラリア予防のた
めの活動計画の立案方法などを指導する

保健委員会のメンバーの選
挙に住民を招集する村長

青年海外協力隊員が作成したマラリア予防啓発
の紙芝居。蚊の侵入を防ぐ蚊帳を使用することを
伝えている

保健委員会のメンバーを投票する住民。自分たちの
代表を自分で選ぶ、そう考えると自然と笑みがこぼれる
保健委員会のメンバーを投票する住民。自分たちの
代表を自分で選ぶ、そう考えると自然と笑みがこぼれる

票
す
る
こ
と
で
、
健
康
問
題
に
対
す
る
意
識
向
上
に

も
つ
な
が
り
、
メ
ン
バ
ー
も
住
民
の
視
点
で
活
動
す

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
し
て
き

た
住
民
参
加
型
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
住
民
が
健
康
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

解
決
す
る
場
を
提
供
す
る
、
と
い
う
役
割
に
徹
す
べ

き
。
活
動
内
容
を
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
、
住
民

自
身
が
気
付
き
、
考
え
て
行
動
を
起
こ
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
な
の
で
す
」

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
１
年
以
上
が
経
過
し
た

今
、
各
村
で
は
着
々
と
保
健
委
員
会
の
組
織
化
が
進

ん
で
い
る
。

　
「
私
た
ち
が
村
に
行
く
と
、
自
然
に
村
人
が
集
ま
っ

て
来
て
、『
先
週
、（
蚊
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
）

掃
除
を
し
た
』
な
ど
と
教
え
て
く
れ
る
ん
で
す
。
自

分
た
ち
の
活
動
を
見
て
も
ら
い
た
い
気
持
ち
が
強
い

ん
で
す
ね
」。
住
民
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
に
対
す
る
意
識

も
着
実
に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

　

他
方
、
住
民
参
加
を
促
進
す
る
に
は
課
題
も
多
い
。

例
え
ば
、
住
民
の
意
識
が
変
わ
っ
て
も
、
村
で
は
マ

ラ
リ
ア
の
予
防
に
不
可
欠
な
長
期
薬
効
型
の
蚊
帳
の

購
入
が
困
難
で
あ
り
、
彼
ら
の
具
体
的
な
行
動
の
変

化
に
つ
な
が
り
に
く
い
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
成
人
識
字
率
が
低
く
、
読

み
書
き
が
で
き
な
い
人
も
多
い
。
こ
う
し
た
人
々
に

ど
の
よ
う
に
正
し
い
情
報
を
伝
え
、
住
民
の
行
動
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
を
考
え
て
活
動
を
展
開
す
る
こ

と
も
重
要
だ
。

　

ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
も
マ
ラ
リ
ア
感
染
者
数
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
田
渕
さ
ん
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

は
、
住
民
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、
マ
ラ
リ
ア
患
者

を
一
人
で
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
日
々
奮

闘
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
保
健
省
の
国
家
マ

ラ
リ
ア
対
策
局
と
協
力
し
て
、
地
域
の
活
動
を
取
り

ま
と
め
る
ボ
ボ
イ
県
保
健
局
の
能
力
強
化
と
、
保
健

委
員
会
の
組
織
化
な
ど
の
住
民
の
参
加
を
得
て
取
り

組
む
マ
ラ
リ
ア
予
防
対
策
の
モ
デ
ル
づ
く
り
を
支
援

し
て
い
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
田
渕
俊
次
専
門
家
に

よ
る
と
、「
こ
れ
ま
で
、
保
健
委
員
会
の
代
表
は
村
長

の
鶴
の
一
声
で
決
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
結
果
、
選

ば
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
、
住
民
で
は
な
く
村
長
の
ほ
う

を
向
い
て
仕
事
を
し
て
し
ま
う
ん
で
す
」。
そ
れ
で
は

住
民
全
員
の
健
康
問
題
を
解
決
す
る
の
は
難
し
い
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ま
ず
、
保
健
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

を
住
民
投
票
で
選
出
す
る
こ
と
に
。
住
民
が
自
ら
投

　

ア
フ
リ
カ
中
西
部
に
位
置
す
る
、
世
界
最
貧
国
の

一
つ
ニ
ジ
ェ
ー
ル
。
人
口
は
約
１
１
９
７
万
人
。
乳

幼
児
死
亡
率
２
６
２（
対
出
生
１
０
０
０
人
）、
妊
産

婦
死
亡
率
１
６
０
０
（
対
出
生
10
万
人
）
と
い
う
数
値

は
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
厳
し
い
状
況

に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
こ
の
瞬
間
も
、
多
く
の
妊
産
婦
や
子
ど

も
た
ち
が
生
命
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

主
な
原
因
は
、マ
ラ
リ
ア
、下
痢
症
、呼
吸
器
疾
患
（
特

に
肺
疾
患
）、
栄
養
失
調
な
ど
。
中
で
も
、
マ
ラ
リ
ア

は
最
大
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ラ
リ
ア
は
、
蚊
が
媒
介
す
る
マ
ラ
リ
ア
原
虫
に

よ
り
感
染
す
る
熱
性
の
疾
患
だ
。
世
界
保
健
機
関（
Ｗ

Ｈ
Ｏ
）
に
よ
る
と
、
感
染
者
は
世
界
で
年
間
３
〜
５

億
人
、
死
亡
者
は
１
０
０
万
人
に
も
上
る
と
い
う
。

　

さ
ら
に
ニ
ジ
ェ
ー
ル
で
は
、
医
療
施
設
・
ス
タ
ッ

フ
の
数
が
限
ら
れ
、
正
確
な
マ
ラ
リ
ア
感
染
者
数
の

把
握
す
ら
困
難
な
状
況
だ
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
７
年
11
月
に
「
マ
ラ
リ
ア
対
策
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
開
始
。
ド
ッ
ソ
州
ボ
ボ
イ
県

で
住
民
主
導
の
マ
ラ
リ
ア
予
防
対
策
を
支
援
し
、
感

染
率
の
減
少
を
目
指
し
て
い
る
。

　

首
都
ニ
ア
メ
の
南
東
１
０
０
キ
ロ
の
所
に
あ
る
ボ

ボ
イ
県
は
４
３
２
の
村
か
ら
成
り
、
各
村
に
は
住
民

自
身
が
保
健
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
組
織
「
保
健

委
員
会
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

マ
ラ
リ
ア
を
予
防
す
る
に
は
、
診
断
・
治
療
技
術

の
向
上
、
機
材
・
薬
剤
の
安
定
的
な
供
給
、
蚊
帳
の

配
布
、
殺
虫
剤
の
散
布
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が

必
要
と
な
る
。
そ
れ
に
併
せ
て
、
蚊
の
発
生
を
抑
制

し
た
り
、
蚊
帳
の
使
用
を
広
め
た
り
す
る
な
ど
、
草

の
根
レ
ベ
ル
で
住
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
も

重
要
だ
。
本
来
は
、
保
健
委
員
会
が
そ
の
活
動
を
担

う
べ
き
だ
が
、
現
実
は
果
た
せ
て
い
な
い
。

紙芝居を使って、村人に啓発活動を行う
プロジェクトスタッフ（右）

ニジェール NIGER

拡
大
す
る
マ
ラ
リ
ア
感
染

住
民
の
自
発
的
活
動
を
支
援

し
ゅ
ん
じ
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